
26PB-am035
南関東におけるインフルエンザ感染パターンと「A 型/B 型」の流行との関係　
～薬局データを用いた検討～
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【目的】我々は薬局で応需した処方せんデータを用いて、インフルエンザの感染

パターンがシーズンによって異なることを報告してきた。既報 1）によると、2010

年のシーズンでは感染ピークが二峰性を示したのに対して、2012 年では単峰性で

あった。インフルエンザには「A」や「B」などの型が存在し、それぞれの流行時

期のずれがこの感染パターンの違いを形成している可能性がある。そこで今回、

薬歴データを用いて、インフルエンザの型別感染パターンの解析を行った。【方法】

2010.9～2011.8 および 2012.9～2013.8 の両シーズンにおいて、南関東地区に存在

する日本調剤の薬局に来局した抗インフルエンザ薬が処方された患者を対象とし

た。薬歴にインフルエンザの型（A 型/B 型）の記載がある患者を抽出し、感染者

数の時系列と A/B 型別の時系列をグラフ化した。【結果】解析対象は 2010 年シー

ズンが 2,407 件、2012 年が 4,211 件であった。2010 年シーズンにおけるインフル

エンザ感染パターンは二峰性（第 1 ピーク：1 月 24 日、第 2 ピーク：3 月 9 日）

を示し、2012 年は単峰性（ピーク：1月 23 日）であった。インフルエンザの型別

では、2010 年シーズンは A 型インフルエンザの流行が先に起こった後に B 型の流

行が発生し、二峰性の感染パターンを示した。一方、2012 年シーズンにおいては、

A型の流行のみで B型の感染者数は少なく、B型の流行ピークは観察できなかった。

【考察】感染パターンが二峰性を示した 2010 年シーズンは、最初のピークがイン

フルエンザ A 型、次のピークが B 型のピークと重なっていた。このことから、イ

ンフルエンザの感染パターンは、インフルエンザの型毎の流行に影響を受けるこ

とが示唆された。 
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